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   To reduce urinary calcium excretion, 50 mg of  hydrochlorothiazide per day was given to 
35 patients with hypercalciuria. Urinary calcium decreased significantly after 4 weeks of drug 
administration, but urinary magnesium did not change. Magnesium calcium ratio increased 
significantly. Although serious ide effects were not seen, serum potassium decreased and 
serum uric acid increased significantly. From these results thiazide seems to be a useful and 
safe medicine to reduce urinary calcium excretion. The dose and method of administration 
require further examination because the patients have to take the drug for a long time. 
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者に対 してサイアザイ ドを投与した.本 剤の尿中 ・血
中電解質および尿酸値におよぼす影響について検討す
るとともに若干の文献的考察を加えた.






これ らの症 例 に 対 し,Ycndtら2)に準 じて,す べ て
の薬 剤 投 与 を 中 止 し,Hydrochlorothiazide50mg/日
を 投 与 した。 投 与 前 お よび投 与4週 後 に24時間 蓄 尿 を
用 い て 尿 化学 を測 定 した.同 時に 血 液 化 学 検 査 を お こ
な った.以 後 も可 能 なか ぎ り24時間 尿に て尿 化 学 を 測
定 した.食 事 制 限 は と くに お こなわ ず,水 分 の多 量 摂
取 のみ を指 示 した.ま た,来 院時 ご とに 血 圧 測 定 お よ






























































































































りは低値であった.6ヵ 月後には6例 中2例 で上昇傾
向を示した.しかし,いずれの時点においても投与前
と比較すると有意の低下をみた(Fig.1).













高Ca尿 の定 義 と して,Coe3)は24時間 尿 中排 泄量
で女 性250mg/day,男性300mg/day以上,ま た は
4mg/kg!day以上 とした ・Hodgkinsonらの報 告 も
同様 で あ り,わ れ わ れ も この規 準 を採 った.
再 発 尿 路 結 石 患 者 に お け る高Ca尿 の頻 度 は,
Blacklockら4)は40%,Hodgkinsonら5)は32%と幸艮
告 して お り,ほ か の報 告 で も30～40%であ る.わ れ わ
れ のす で に報 告 した49%は,こ れ らに 比 し てや や 高 目
で あ る.
サ イ アザ イ ド剤 が 尿 中 へ のCa排 泄 抑 制 効 果 を有 す
る こ とはLambergら6)によ り報 告 され た.彼 らに よ
る と尿 中Ca低 下 作 用 は 投 与 後2～3日 以 内に は じま
り,6日 以 内に 最 大 と な り,以 後 もそ の ま ま持 続 す る
とい う.排 泄 抑 制 の程 度 は諸 家 の報 告 で 差 が あ るが,
Yendtら7)によれ ばhydrochlorothiazideloOmg/


















































尿 路結 石症 の既 往 のあ る高Ca尿35例 に 対 し,
Hydrochlorothiazide50mg/dayを投 与 し,つ ぎ の
結果 を得 た.
1)投与 前に 比 し,投 与4週 後 の尿 中Ca排 泄量 は有
意 に低 下 した.こ の低 下 は3カ 月,6ヵ 月 後 も持 続 し
た ・ 尿 中Mg量 に は 差 が な か ったが,Mg:Ca比 は
上 昇 した.尿 量に は 変 化 が な か った.
2)血中 尿 酸値 は上 昇 した が,尿 中尿 酸 値 に は 差 を認
め なか った.
3)血中K値 は本 剤 に よ り低 下 した.
4)本剤投 与 に よる重 篤 な 副作 用 はみ られ な か った.
以 上 よ り,高Ca尿 の 治 療 と してHydrochloro-
thiazideは有 用 で あ る と考 え る.
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